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第４回臨時会（令和５年11月２日）開催
・旧青年の家長寿命化改修工事変更請負契約
　　契約金額　1億4,015万1000円・(変更前1億3,684万円)
　　　………………………………………………… 契約の相手方　株式会社林材木店

・清流苑大規模改修工事（第１期）請負契約
　　契約金額　2億383万円
　　　………………………………………………… 契約の相手方　神稲建設株式会社

　11月２日第４回臨時会が開催され、旧青年の家長寿命化改修工事変更請負契約、清流苑高付
加価値化改修工事請負契約、また地域おこし協力隊・集落支援員活動費の一般会計補正予算（第
７回）が可決された。旧青年の家については内装補修や給排水設備工事費増によるものである。

議

案

の

質

疑

 

質
問 　
上
新
井
地
域
の

集
落
支
援
員
の
配
置
に
つ

い
て
、
過
去
に
生
東
地
区

は
、
協
力
隊
を
入
れ
た
が

地
域
に
馴
染
ま
ず
成
果
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
現
在
の
支
援
員
は

地
元
に
根
付
い
た
人
選
に

よ
り
効
果
が
あ
る
。
上
新

井
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う

討　
　
論

　

大
規
模
改
修
に
よ
り
町

一
番
の
交
流
人
口
増
の
場

所
と
し
て
一
層
の
発
展
を

期
待
で
き
る
大
事
な
事
業

で
あ
る
。　
（
間
瀬
議
員
）

賛
成

な
考
え
の
も
と
に
人
選
が

必
要
と
思
う
が
考
え
は
。

（
米
山
郁
議
員
）

 

答
弁 　
生
東
区
で
は
自

治
会
な
ど
の
問
題
に
お
い

て
一
定
の
成
果
は
あ
っ

た
。
商
店
街
と
自
治
会
が

混
在
す
る
特
殊
な
地
域
を

踏
ま
え
人
選
に
配
慮
す

る
。

令和５年度一般会計補正予算（第７回）
歳　入　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 歳　出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

補正前の額 補正額 補正後の額 補正前の額 補正額 補正後の額
地方交付税 2,617,745 1,500 2,619,245 総 務 費 906,722 2,000 908,722
歳 入 合 計 7,236,878 1,500 7,238,378 予 備 費 148,486 △500 147,986

歳 出 合 計 7,236,878 1,500 7,238,378

大規模改修が始まった清流苑

改修工事完了の青年の家
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特別職の給与及び議員報酬改定に待った‼
令和５年　12月定例会

なぜ？報酬引上げは否決されたのか

特例を設け、町長の報酬
を据え置きにすることを
提案してきた！

報酬は町が独自で決める
ものであり期末手当は人
事院勧告に従っている！
100分の160→170

質
問　
特
例
で
は
な
く
、

返
納
と
い
う
形
は
な
い
か
。

（
塩
沢
議
員
）

答
弁　
町
長
の
み
特
例
と

い
う
か
た
ち
と
し
た
。

質
問　
特
例
は
急
な
提
案

で
あ
る
が
。（米

山
郁
議
員
）

答
弁　
時
間
は
無
か
っ
た

も
の
の
、
報
酬
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
い
る
。

質
問　
報
酬
委
員
会
で
の

特
例
へ
の
説
明
は
あ
っ
た

の
か 

（
川
瀬
議
員
）

答
弁　
７
人
の
会
員
の
う

ち
３
人
が
欠
席
し
た
が
、

書
面
に
て
賛
同
す
る
と
の

と
返
答
が
あ
っ
た
。

質
問　
副
議
長
と
常
任
委

員
長
が
同
額
で
あ
る
が
、

行
政
側
の
判
断
で
職
務
を

判
断
す
る
べ
き
で
は
な
い

理
由
は
。（
米
山
郁
議
員
）

答
弁　
委
員
長
の
職
務
を

尊
重
し
た
。
３
か
月
前
か

ら
提
示
し
て
い
る
。

討　
　
論

討　
　
論

質　
　
疑

質　
　
疑

◦
次
期
町
長
に
向
け
て
の

保
証
と
受
け
取
る
。
今
後
、

戻
す
形
で
も
構
わ
な
い
の

で
は
。 

（
加
賀
田
議
員
）

◦
報
酬
引
上
げ
に
は
「
語

る
会
」
で
町
民
の
理
解
を

得
て
き
た
。（
加
賀
田
議
員
）

◦
議
会
へ
の
説
明
不
足
。

町
長
の
報
酬
は
特
例
で
は

な
く
返
納
と
い
う
形
を
と

る
べ
き
。 

（
大
蔵
議
員
）

◦
一
議
案
に
町
独
自
の
も

の
と
、
人
事
院
勧
告
が
同

時
に
提
出
さ
れ
て
い
る
の

は
問
題
だ
。
協
議
を
深
め

る
べ
き
。 

（
坂
本
議
員
）

◦
議
会
も
含
め
、
町
民
へ

の
説
明
も
足
り
て
い
な
い
。

 

（
米
山
義
議
員
）

◦
町
民
が
苦
境
に
あ
る
な

か
、
先
導
す
べ
き
も
の
が

報
酬
を
上
げ
る
べ
き
で
は

な
い
。 
（
松
井
議
員
）

◦
報
酬
委
員
会
の
答
申
を

受
け
て
か
ら
の
議
論
が
な
い
。

仕
切
り
直
し
て
議
論
を
す

る
べ
き
。 

（
間
瀬
議
員
）

◦
特
別
職
引
上
げ
で
反
対

し
た
。
痛
み
分
け
と
す
る
。

（
米
山
郁
議
員
）

◦
引
上
げ
の
時
期
に
関
し

て
の
議
論
が
な
い
。
４
月

な
ら
３
月
定
例
会
で
も
間

に
合
う
。 

（
坂
本
議
員
）

◦
来
年
度
の
議
員
選
挙
に

合
わ
せ
た
引
上
げ
で
も
構

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
米
山
義
議
員
）

賛
成

賛
成

反
対

反
対

（報酬額） H16～R ５ 改定額（案）
議 長 269,800 297,000
副 議 長 209,000 238,000
常任委員長 195,700 238,000
議 員 190,000 228,000

（報酬額） H26～R ５ 改定額（案）
町 長 684,000 787,000
副 町 長 577,000 635,000
教 育 長 508,000 559,000

特別職報の給与の
現状と改定案

議員報酬額の
現状と改定案
副議長と常任委員長の上昇率が
異なり、同額になっている！

特別職同様、報酬は町が独自で決めるものであり期末
手当は人事院勧告に従っている！　100分の160→170

（単位：円）

（単位：円）

議会との議論が尽くされていない

否 決
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こ
こ
が
聞
き
た
い
!!

中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
を
進
め
て
い
く

保
育
委
託
料
増
の

理
由
は

生
活
に
必
要
な
交
付
金

質
問　

地
域
移
行
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
委
託
の
人

選
は
。
ま
た
そ
の
業
務
内

容
は
。 

（
星
野
議
員
）

答
弁　

近
隣
町
村
と
の

連
携
や
調
整
、
準
備
会
・

検
討
委
員
会
の
開
催
、
推

進
計
画
の
策
定
な
ど
、
制

度
設
計
を
検
討
し
、
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に
委
託
。

学
校
と
の
連
携
が
不
可
欠

な
た
め
、
教
育
関
係
者
に

お
願
い
す
る
予
定
。

質
問　

町
外
の
保
育
園

に
お
子
様
を
預
け
る
方
が

増
え
て
い
る
の
か
。

 

（
加
賀
田
議
員
）

質
問　

今
回
二
つ
の
給

付
金
に
つ
い
て
の
説
明
を
。

今
後
の
給
付
の
予
定
は
。

 

（
米
山
郁
議
員
）

答
弁　

重
点
支
援
交
付

金
と
し
て
低
所
得
世
帯
へ

一
世
帯
７
万
円
の
給
付
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と

し
て
町
民
全
員
に
「
あ
っ

た
か
応
援
券
」
一
人
当
た

り
３
千
円
分
の
給
付
。

「やまほいく」は魅力的

第８回
一般会計補正予算 補正前の額 計（補正後）

93,930 7,238,378 7,332,308

第９回
一般会計補正予算 補正前の額 計（補正後）

635,156 7,332,308 7,967,464

第₁₀回
一般会計補正予算 補正前の額 計（補正後）

42,500 7,967,464 8,009,964

科目 補正額
分担金及び負担金 2,939
国庫支出金 152,324
県支出金 2,980
繰入金 390,940
町債 156,400
寄付金 500
諸収入 65,503

全町民に配布された「あったか応援券」

屋根、壁の改修が決まった松川町図書館

　初日に一般会計補正予算（第８回）を即決し、一般会計補正予算（第９回）、特別会計、事
業会計補正の総括質疑を行い、それぞれ各常任委員会に付託。最終日では生活支援給付金
を盛り込んだ補正予算（第10回）を加え、今定例会では３回の補正が上程された。異例では
あるが、交付金の早期対応によるもので賛成多数で可決された。

令和５年₁₂月議会
一般会計補正予算は第８・９・₁₀回と３回上程！！

定例会の補正予算額 主な歳入

主な歳出

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

回 事業名 補正額
第８回 生活支援臨時給付金 93,930

第９回

障がい者自立支援給付金 11,000
総合グラウンド・テニスコート 53,600照明LED化改修工事
図書館・資料館屋根外壁改修工事 115,500
若者定住住宅祝金 5,700
リニア対策事業 65,430
最適農地利用総合対策事業 5,219

第₁₀回 「あったか応援券」給付事業 42,000
およりての森周辺整備 500

異　例

答
弁　
６
月
補
正
で
12

人
を
見
込
ん
だ
が
現
在
22

人
に
増
え
て
い
る
。

可 決
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
健
康
保
険
証
と
し
て

利
用

元
気
セ
ン
タ
ー
繰
り
上
げ
償
還

第
５
次
総
合
計
画︵
改

定
版
︶の
施
行
期
間
を

１
年
延
期

質
問　

情
報
漏
洩
の
リ

ス
ク
に
対
す
る
整
備
は
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
か
。

 

（
川
瀬
議
員
）

質
問　

振
込
や
郵
送
な

ど
の
事
務
的
な
手
数
料
が

多
い
。
簡
略
化
は
で
き
な

い
か
。 

（
加
賀
田
議
員
）

答
弁　

新
た
な
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
今
ま
で
の
や

り
方
を
改
め
る
に
は
心
配

の
方
が
大
き
い
。

質
問　

繰
り
上
げ
償
還

７
，７
０
０
万
円
な
ぜ
今

か
。 

（
松
井
議
員
）

答
弁　

当
該
事
業
が
中

止
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、

既
に
繰
上
償
還
の
日
が
来

て
い
る
た
め
。

質
問　

１
年
延
期
す
る

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

は
何
か
。 （
米
山
義
議
員
）

答
弁　

行
政
評
価
委
員

会
で
、
総
合
計
画
の
進
捗

に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。

一
年
間
延
ば
す
こ
と
で
、

事
業
評
価
が
し
っ
か
り
出

来
、
次
期
計
画
へ
の
反
映

も
大
き
い
。

南
信
広
域
連
合
が
処

理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
南
信
州
広
域
連

合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　
飯
田
創
造
館
の
閉
館

に
伴
い
南
信
州
広
域

連
合
が
管
理
す
る
に

あ
た
り
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の

扌
全
員
一
致
で
可
決

小
木
曽　

雅
彦
氏

（
松
川
町
大
島
）

扌
全
員
一
致
で
同
意

広
域
連
合
条
例

人 
事

松
川
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
出　
　

︵
任
期
３
年
︶

町のすべての計画の最上位
「総合計画」

リスク管理は注視すべき

陳情４ 松川町再生可能エネルギー発電設備の設置等に関するガイドラインの
改定を求める陳情

理由　現ガイドラインでは、地域住民の意に関係なく設置できてしまい、住民の
安心安全が確保されていない。設置場所に関して、子どもたちの安全に関わる
場所への記述がないなど。　➡全員一致で採択

　

今
後
住
民
税
の
所
得
割

非
課
税
世
帯
に
対
し
て

10
万
円
の
給
付
と
、
そ
の

子
育
て
世
帯
に
５
万
円
の

上
乗
せ
給
付
、
所
得
割
と

均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯

に
２
万
円
と
そ
の
子
育
て

世
帯
に
５
万
円
の
上
乗
せ

給
付
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

発議１ 県施設の整理統合が続く中で地域の振興に資する設備整備等を求める
意見書の提出
理由　リニアの開業を見据え、県土の均衡ある発展を実現し、若者がこの地域
の未来に明るい希望を持てる文化・スポーツ施設の整備を検討願いたい。
　➡全員一致で可決
　　地方自治法第99条の規定により意見書を提出。

答
弁　

操
作
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
規
定
は
既
に
あ
る
。

新
た
に
記
載
が
必
要
に
な

る
も
の
に
関
し
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
厳
格
に
事
務

手
続
き
を
進
め
て
い
く
。
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答　弁質問・意見

①２年毎の改選で委員数は14人で公募による
増額である。審議内容は地球温暖化対策実行
計画策定に向けご意見を頂く。

②落としたりぶつけたりして修繕が必要と
なっている。修繕状況について把握してい
る。今後は分析もしていきたい。

③地域の方、スポーツ・文化芸術関係者、保護
者の方々によって協議会を立ち上げ、松川町
のスポーツ・文化芸術活動のあり方を一緒
に考えて、計画を立てていく。

①社会保険から国民健康保険に移られた透析
の方が複数いる。コロナウイルス感染症が5
類になり、外来と入院の医療費が自己負担と
なったことも影響している。保健指導の早期
介入を今後強化していく。

①現職員に負担増となっている。来年度の重層
的支援体制が確立するなかで、１人ないし２
人の増員を要求していく。

一般会計補正予算（第９回）
①環境審議会委員３人分の報酬が増額
となっているが委員構成と審議内容
は。

②小中学校のタブレット修繕費は毎年
計上されてくる。使い方や、本体に
問題があるのか、データ蓄積と分析
も必要ではないか。

③部活動地域移行に向けた準備費用と
して、検討委員会費やコーディネー
ター費が計上されているが、令和7
年に移行するにあたり、ロードマッ
プはあるのか。

健康保険特別会計補正予算（第２回）
①保険給付費7,100万円の増額を、こ
の時期にする背景と増額になる前に
すべき対策はないのか。

介護保険特別会計補正予算（第３回）
①ケアマネが集まらず報酬費が減額補
正だが、仕事にしわ寄せがないか、
今後の増員予定は。

審査を付託された議案　令和５年度
①一般会計補正予算（第９回）
②国民健康保険事業特別会計補正予算（第２回）
③後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）
④介護保険事業特別会計補正予算（第３回）
陳情４松川町再生可能エネルギー発電設備の設置等に関する
ガイドラインの改定を求める陳情

現地調査
　12月６日午後、伊那谷発の環壕集落趾
を検出した政所田遺跡と改修予定の旧老
人福祉センターを現地調査しました。

　令和５年度各補正予算は、質疑・討論
を行い、全員賛成であり、当委員会とし
ては原案の通り認めることが妥当すべき
と決しました。
　陳情４は賛成４その他１で採択。

₁₂月４日（月）に総務産業建設常任委員会、６日（水）社会文教常任委員会を行い、それぞれ付託された
議案について審議しました。委員会判断にて現地 調査も実施しました。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査 を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

社会文教常任委員会は、住民税務課・保健福祉
課・教育委員会（こども課・生涯学習課）・会計
室の分野を担当しています。

社会文教
常任委員会

政所田遺跡の環壕集落趾 改修予定の旧老人福祉センター
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総務産業建設常任委員会は、総務課・まちづく
り政策課・産業観光課・リニア対策課・建設水
道課・議会事務局の分野を担当しています。

総務産業建設
常任委員会

答　弁質問・意見

₁₂月４日（月）に総務産業建設常任委員会、６日（水）社会文教常任委員会を行い、それぞれ付託された
議案について審議しました。委員会判断にて現地 調査も実施しました。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査 を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

①当初予算で計上したのは、子育て世帯が３
件、子育て世帯を含む町外からのＵＩターン
者が12件。今回の計上はＵＩターン者の申請
分として10件を想定している。

②当初予算では３頭分を想定。10月末で子熊ふ
くめ錯誤捕獲された、９頭分計上した。目撃
場所の統計化はされていないが、宅地付近、
電気柵の脇など里山への出没が増えている。

①毎月の定期監査の折に監査委員に合計残高
試算表を提示している。残高試算表であれば
対応は可能。

①コロナ禍もあり令和３年以降２人体制で対
応してきた。今年４月以降、職員の残業時間
が月60時間程度発生しており３人体制に戻
した。
② 役場からの正規職員の人件費は、従来通り一
般会計からの繰入を考えている。
③ 地域おこし協力隊については関係者を交え
て検討していきたい。

一般会計補正予算（第９回）
①若者定住住宅取得祝金増として570
万円が計上されている。当初予算の
活用状況と今回の増額の内訳は。

②ツキノワグマ放獣費増は何頭分か。
目撃情報が多く報告されているが出
没に変化が見られるか。

下水道会計補正予算（第４回）
①資金ショートを起こし、一般会計よ
り３億円を一時借入金として繰入し
ている。企業会計については定期的
に財務諸表を公開すべきでは。

信州まつかわ温泉清流苑事業会計補正
予算（第４回）
①職員の異動に伴う人件費が計上され
ている。増員の目的は。

② 人件費は一般会計からの繰入ではな
く企業会計でみるべきでは。
③ 地域おこし協力隊制度を活用しては。

現地調査
　管渠敷設を鋼矢板土留め工法からオープンシールド工法に変更した、野岩川第一排水区雨水幹線改築工
事現場の視察と、新井中心市街地の活性化事業に取り組む「（一社）まつかわ・すたいる」を表敬訪問した。

審査を付託された議案　令和５年度
①一般会計補正予算（第９回）
②水道事業会計補正予算（第４回）
③下水道事業会計補正予算（第４回）
④信州まつかわ温泉清流苑事業会計補正予算（第４回）

付託された一般会計補正予算、水道事業特別会計補正予算、
下水道事業特別会計補正予算、信州まつかわ温泉清流苑事業
会計補正予算については全員賛成であり、付託を受けた議案
は委員会として原案通り認めることが妥当と決した。 新井南部工事現場
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議　　決　　結　　果

●多数意見により議決されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○　反対●

件　　　　名

星
野
光
洋

塩
沢
貴
浩

米
山
義
盛

加
賀
田
亮

米
山
郁
子

川
瀬
八
十
治

大
蔵　

洋

坂
本
勇
治

森
谷
岩
夫

米
山
俊
孝

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

結　

果
内　　　容

契約
令和5年度地域一体となった観光地・観光産業の再生・
高付加価値化事業信州まつかわ温泉清流苑大規模改修工
事（第1期）請負契約の締結について

○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 契約金：２億383万円
契約の相手方：神稲建設株式会社

●多数意見により議決されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○　反対●

件　　　　名

星
野
光
洋

塩
沢
貴
浩

米
山
義
盛

加
賀
田
亮

米
山
郁
子

川
瀬
八
十
治

大
蔵　

洋

坂
本
勇
治

米
山
俊
孝

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

結　

果
内　　　容

条例

特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 〇 〇 ● 〇 ● ● ● ● 欠 ● ● 否決 特別職の職員等の給与の増額に伴う改定

議会の議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について ○ ● ● ○ ● ● ● ● 欠 ● ● 否決 議会の議員の議員報酬および費用弁償等の増額に

伴う改定

令和５年　第４回臨時会議決結果
●全員一致で議決されたもの

件　　　　名 結果 内　　　容

契約 令和４年度旧長野県松川青年の家長寿命化改修工事変更請負契約の締結について 可決 契約金：1億4,015万1千円
契約の相手方：株式会社　林材木店

補正 令和5年度松川町一般会計補正予算（第７回）について 可決 歳入歳出それぞれ150万円を追加し、72億3,837万8千円

10月～12月　　主な議会日程
10月２日（月） 広報部会 　　14日（火） 北部ブロック議会議員総会
　　5日（木） 広報部会、社会文教委員会 15～16日（水、木） 国会議員表敬訪問
　　12日（木） 中部伊那町村議会協議会議員集会 　　21日（火） 議会全員協議会
　　19日（木） 議会と語る会（女団連） 　　28日（火） 議会運営委員会、産業懇談会
　　20日（金） 議会運営委員会、中学生と未来を語る会、議会と語る会（古町区） 　　29日（水） 社会文教委員会
　　23日（月） 議会と語る会（大島区） 　　30日（木） 地域活性化講演会
　　27日（金） 議会と語る会（上新井区） 12月1日（金） 議会運営委員会、第４回定例会開会・総括質疑
　　28日（土） 議会と語る会（上片桐区） 　　４日（月） 総務産業建設常任委員会
　　30日（月） 議会全員協議会、議員協議会 　　6日（水） 社会文教常任委員会
　　31日（火） 飯伊市町村議会議員研修会 　　７日（木） 議会改革推進会議
11月２日（木） 第4回臨時会 　　13日（水） 第4回定例会一般質問、議員協議会
　　6日（月） 広聴部会 　　20日（水） 議会全員協議会、第４回定例会最終日
　　8日（水） 議会タブレット研修会 　　25日（月） 広報部会、議会運営委員会

　　27日（水） 社会文教委員会

令和５年　第４回定例会議決結果
●全員一致で議決されたもの

件　　　　名 結果 内　　　容

条例

松川町移住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 可決 松川町移住促進住宅の設置及び管理に関する条例の表の一部を改正す

るもの
松川町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

可決 健康保険等の保険者証の原則廃止に伴うマイナンバー法を改正するも
の

松川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 人事院による給与勧告に伴う一般職の職員給与を改正するもの

松川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 健康保険法等の一部改正に伴う、松川町国民健康保険税条例を改正す
るもの

松川町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 可決 国の省令改正に伴う、戸籍法の一部を改正するもの

令
和
５
年
度
補
正
予
算

令和5年度松川町一般会計補正予算（第8回）について 可決 歳入歳出それぞれ9,393万円追加し、73億3,230万8千円とする

令和5年度松川町一般会計補正予算（第９回）について 可決 歳入歳出それぞれ6億3,515万6千円追加し、79億6,746万4千円とする

令和5年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２回）について 可決 歳入歳出それぞれ7,105万円追加し、12億3,528万6千円とする

令和5年度松川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）について 可決 歳入歳出それぞれ207万円減額し、1億8,670万3千円とする

令和5年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第３回）について 可決 歳入歳出それぞれ9,586万8千円追加し、15億2万9千円とする

令和5年度松川町水道事業会計補正予算（第４回）について 可決 収益的支出　3億932万2千円　資本的収入　1億2,135万円
資本的支出　2億1,380万9千円

令和5年度松川町下水道事業会計補正予算（第４回）について 可決 収益的支出　5億6,347万円　資本的収入　3億8,947万円
資本的支出　6億3,246万4千円

令和5年度松川町信州まつかわ温泉清流苑事業会計補正予算（第４回）について 可決 収益的収入　4億1,414万5千円
収益的支出　4億2,355万8千円

令和5年度松川町一般会計補正予算（第10回）について 可決 歳入歳出それぞれ4,250万円追加し、80億996万4千円とする

締結

第5次松川町総合計画［改訂版]の計画期間の変更について 可決 次期総合計画の計画期間の開始時期を令和７年度とすることに伴う変
更

辺地に係る総合整備計画の変更について 可決 事業費4,550万円から、5,550万円へ増額
南信州広域連合が処理する事務の変更および南信州広域連合規約の変更につい
て 可決 南信州広域連合規約の一部を変更するもの。

選任 松川町固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同意 松川町在住：小木曽　雅彦氏

陳情 松川町再生可能エネルギー発電整備の設置等に関するガイドラインの改定を求
める陳情 採択 陳情者　松川町在住：小川　隼人氏

発議 県施設の整理統合が続くなかで、地域の振興に資する施設整備等を求める意見
書の提出について 可決 リニア開業を見据え、県土の均衡ある発展を実現し、若者がこの地域

の未来に明るい希望を持てる文化・スポーツ施設の整備を願うもの
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読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

東
京
都
千
代
田
区
日
経
ホ
ー
ル　

９
月
26
日

高
森
町
町
議
会
議
員
と
交
流
研
修
会

高
森
町
福
祉
セ
ン
タ
ー　

９
月
28
日

中
部
伊
那
４
町
村
議
会
連
携
再
確
認

中
川
村
中
川
文
化
セ
ン
タ
ー　

10
月
12
日

　

全
国
町
村
議
会
広
報
研

修
会
に
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
６
人
が
参
加
。

　

広
報
担
当
者
が
知
っ
て

お
く
べ
き
法
律
知
識
に
つ

い
て
弁
護
士
の
玉
置
氏
、

広
報
誌
づ
く
り
の
基
礎
に

つ
い
て
は
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
白
木
氏
、
デ
ザ

イ
ン
講
座
を
グ
ラ
フ
ィ
ッ

　

松
川
町
議
会
と
高
森
町

議
会
の
交
流
会
が
今
年
は

高
森
町
議
会
が
当
番
で
お

こ
な
わ
れ
た
。
高
森
町
の

町
内
視
察
に
続
い
て
両
議

会
の
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
た
。

　

松
川
町
、
大
鹿
村
、
飯

島
町
、
中
川
村
の
中
部
伊

那
４
町
村
の
理
事
者
、
議

員
に
よ
る
研
修
会
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
令
和
４
年
度

決
議
事
項
の
経
過
報
告
に

続
き
、
各
町
村
よ
り
提
出

さ
れ
た
議
題
に
つ
い
て
討

議
を
お
こ
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
初
の
試
み
と

し
て
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
、
三
遠
南
信
自
動
車
道

の
開
通
に
よ
り
、
人
と
物

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
平
本
氏

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
い

た
だ
い
た
。

　

特
に
法
律
知
識
に
つ
い

い
て
は
著
作
権
、
肖
像
権
、

知
的
財
産
権
な
ど
、
編
集

者
と
し
て
留
意
す
べ
き
事

柄
を
学
ん
だ
。
特
に
写
真

は
編
集
委
員
自
ら
撮
影
し

た
も
の
を
掲
載
す
る
な
ど

気
を
つ
け
て

い
る
が
、
写

真
に
写
る

バ
ッ
ク
の
風

景
や
看
板
な

ど
に
も
注
意

が
必
要
で
あ

る
と
の
こ
と

で
難
し
さ
を

感
じ
た
。

　

町
内
視
察
で
は
高
森
町

に
建
設
予
定
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ｅ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
サ
ッ

カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
併
設

さ
れ
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の

全
体
が
見
渡
せ
る
高
台
か

ら
説
明
を
受
け
た
。
続
い

て
改
修
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

拠
点
施
設
で
あ
る
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
の
内
部
を
見
学
、

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
な
か
で
、

伊
那
谷
の
中
心
に
あ
る
４

町
村
が
連
携
を
図
り
、
夢

あ
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

具
体
的
な
連
携
に
つ
い
て

４
分
科
会
に
分
か
れ
て
活

発
な
討
論
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
飯
田
下
伊
那
だ
け
で

な
く
上
伊
那
地
域
と
連
携

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
再
確
認
で
き
た

研
修
会
と
な
っ
た
。

み
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

イ
ベ
ン
ト
を
多
数
計
画
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
リ
ニ
ア
新
幹

線
の
線
路
に
使
用
さ
れ
る

リ
ニ
ア
ガ
イ
ド
ウ
エ
イ
製

作
保
管
現
場
を
見
学
し
た
。

　

後
半
の
意
見
交
換
会
で

は
議
員
の
な
り
手
不
足
に

つ
い
て
議
員
報
酬
、
議
員

定
数
、
議
会
活
動
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
盛
況
の
う
ち
に
閉
会

し
た
。

議
会
の

う
ご
き

全国から集合編集委員

中部伊那４町村連携強化

サッカー場予定地

期待されるクラブハウス
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飯
伊
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会　
開
催

阿
智
村
中
央
公
民
館　

10
月
31
日

県
へ
の
陳
情
結
果
を
全
議
員
で
共
有

松
川
町
え
み
り
あ　

11
月
14
日

宮
下
前
農
林
水
産
大
臣
を
表
敬
訪
問

東
京
都
農
林
水
産
省　

11
月
15
日

　

飯
田
下
伊
那
の
市
町
村

議
会
議
員
な
ら
び
に
関
係

者
が
一
堂
に
会
し
、
共
通

の
課
題
に
つ
い
て
研
修
を

行
っ
た
。
今
回
は
東
京
都

立
大
学
の
山
下
教
授
を
招

い
て
「
人
口
減
少
と
地
域

社
会
・
地
方
議
会
」
と
題

し
た
講
演
で
あ
っ
た
。

　

人
口
問
題
は
簡
単
に
は

制
御
で
き
な
い
点
で
環
境

問
題
と
同
一
視
す
べ
き
、

と
の
結
論
。
ま
た
人
口
減

　

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
全
議

員
に
よ
る
総
会
が
松
川
町

議
会
の
当
番
で
お
こ
な
わ

れ
た
。
前
半
は
親
睦
を
深

め
る
た
め
清
流
苑
で
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
お

こ
な
わ
れ
、
優
勝
を
目
指

し
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

後
半
は
え
み
り
あ
に
於

い
て
９
月
に
５
町
村
よ
り

出
さ
れ
た
県
へ
陳
情
な
ど

の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ

た
。
14
件
の
要
望
の
内
８

　

議
会
全
員
で
千
代
田
区

に
あ
る
農
林
水
産
省
を
訪

れ
、
宮
下
大
臣
を
表
敬
訪

問
し
た
。
宮
下
大
臣
は
じ

め
職
員
の
方
々
も
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
り
、
大
臣

の
仕
事
の
や
り
が
い
な
ど

気
さ
く
に
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
ま
た
以
前
松
川

対
策
は
政
策
的
に
取
り
あ

げ
に
く
い
特
性
が
あ
る
。

人
口
減
が
明
ら
か
に
な
っ

て
も
経
済
偏
重
の
政
策
が

採
用
さ
れ
て
い
る
点
も
問

題
と
の
指
摘
で
あ
っ
た
。

　

地
方
議
会
と
し
て
今
取

り
組
む
べ
き
は
、
議
会
の

転
換
で
あ
り
、「
こ
う
い

う
議
会
が
必
要
」
と
言
わ

れ
る
議
会
を
目
指
す
べ
き

で
あ
る
と
の
指
摘
で
あ
っ

た
。

件
が
採
択
と
な
り
、
残
り

の
６
件
は
継
続
審
査
と

な
っ
た
。

町
で
働
い
て
い
た
職
員
と

も
再
会
し
思
い
出
話
に
花

が
咲
く
一
面
も
。

　

翌
16
日
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

研
究
施
設
を
訪
問
し
、
５

Ｇ
な
ど
最
先
端
の
研
究
施

設
、
無
菌
培
養
に
よ
る
魚

の
養
殖
な
ど
様
々
な
施
設

を
見
学
し
た
。

☆ひとくちメモ☆

Q.北部ブロックって？
A.「松川町、高森町、豊丘村、
喬木村、大鹿村」の下伊那
郡北部５町村による協議会。
連携して県に陳情します。

どうする人口問題？

陳情結果説明をする中平議長

大臣を表敬訪問
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令
和
５
年
南
信
州
広
域
連
合
議
会
第
２
回
定
例
会
が
11
月
13
日
～
30
日
を
会
期

と
し
て
お
こ
な
わ
れ
、
議
案
７
件
、
南
信
州
連
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る（
案
）

と
事
務
事
業
進
行
管
理
表
に
よ
る
事
業
の
二
次
評
価
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
常
任
員

会
に
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
。

南
信
州
広
域
連
合  

議
会
ニ
ュ
ー
ス

注 

目 

‼

文
化
芸
術
活
動
支
援
は

（
担
当
：
米
山
郁
子
）

　

南
信
州
広
域
連
合
事
務

セ
ン
タ
ー
及
び
旧
Ｅ
Ｍ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
の
施
設
全
体
を

「
南
信
州
広
域
連
合
会
館
」

（
仮
称
）
と
し
、
新
た
に

文
化
芸
術
活
動
支
援
施
設

（
公
の
施
設
）
を
追
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

施
設
の
管
理
運
営
は
広

域
連
合
の
事
務
局
総
務
課

が
行
い
ま
す
。
広
域
連
合

が
運
営
す
る
に
は
広
域
連

合
規
約
の
変
更
が
必
要

で
、
広
域
連
合
会
を
構
成

す
る
14
市
町
村
の
全
て
の

議
会
で
議
決
を
経
て
か
ら

長
野
県
知
事
に
対
し
て
規

約
の
変
更
許
可
申
請
を
お

こ
な
う
。

　

南
信
地
域
で
の
県
直
轄

の
施
設
が
撤
去
さ
れ
つ
つ

あ
る
な
か
、
長
野
県
駅
と

し
て
リ
ニ
ア
新
幹
線
駅
が

設
置
さ
れ
る
が
、
ア
リ
ー

ナ
な
ど
地
域
振
興
を
は
か

る
施
設
の
考
え
が
見
え
て

い
な
い
こ
と
に
対
し
、
14

市
町
村
か
ら
長
野
県
知
事

に
「
県
施
設
の
整
備
統
合

が
続
く
な
か
で
、
地
域
の

振
興
に
資
す
る
施
設
整
備

等
を
求
め
る

意
見
書
」
を

提
出
し
て
い

く
こ
と
と
し

た
。

審議案件と結果
令和5年度南信州広域連合一般会計補正予算（第２号） 可決

令和5年度南信州広域連合飯田広域消防特別会計補正予算（第1号） 可決

令和5年度南信州広域連合稲葉クリーンセンターと特別会計補正予算（第1号） 可決

令和４年度南信州広域連合一般会計歳入歳出決算認定について 承認

令和４年度南信州広域連合南信州広域振興基金特別会計歳入歳出決算認定について 承認

令和４年度南信州広域連合飯田広域消防特別会計歳入歳出決算認定について 承認

令和４年度南信州広域連合稲葉クリーンセンター特別会計歳入歳出決算認定について 承認

令和５年第２回
下伊那北部総合事務組合定例会開催（担当・間瀬重男）

　第２回下伊那北部総合事務組合定例会は１１月２日、午後１時から全員協議会、３時から定
例会が開催され、令和４年度の決算認定、５年度の一般会計、特別会計補正予算の議案が提
出され、全て全員賛成で可決された。

主な審議案件
⑴令和４年度事業実施報告について
⑵令和４年度一般会計決算火葬場特別会計決算の認定に

ついて
⑶令和５年度一般会計補正予算第１号及び火葬場特別会

計補正予算第１号について

⑷下伊那北部火葬建設に関する協定の一部を変更する協
定について

⑸リニアを見据えた町づくり構想、５年度上半期の進捗
状況について

⑹地域活性化講演会の開催について
⑺ 北部火葬場の目隠しフェンスの設置について

一般会計補正予算額　　　　　　　　　43万3,000円
火葬場特別会計補正予算額　　　　　　75万2,000円

東側

西側完成した火葬場目隠しフェンス
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町
の
魅
力
づ
く
り
と
若

い
女
性
が
働
け
る
場
を　

ど
う
生
か
す

チ
ョ
イ
ソ
コ
の
工
夫
は　

果
樹
盗
難
被
害
対
策
に

防
犯
カ
メ
ラ
補
助
を

女
性
団
体
連
合
会（
10
人
）

10
月
19
日

古
町
区
会（
14
人
）

10
月
20
日

上
大
島
区
会（
21
人
）

10
月
23
日

Ｑ　

若
者
が
流
出
し
て

帰
っ
て
こ
な
い
、
町
に
魅

力
が
無
く
、
活
気
も
無
い
。

も
っ
と
若
い
女
性
が
働
け

る
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
女
性
の
就
職
相
談
会

も
実
施
し
対
応
は
し
て
い

る
。

Ｑ　
自
治
会
未
加
入
者
の

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用

の
統
一
ル
ー
ル
は
で
き
な

い
か
。

Ａ　
自
治
会
ご
と
の
事
情

が
あ
る
。

Ｑ　
受
粉
用
の
花
粉
は
中

国
産
を
使
用
し
て
い
た
が

輸
入
中
止
と
な
っ
た
。
国

産
花
粉
の
安
定
供
給
を
。

Ａ　
新
農
業
法
人
で
の
対

応
も
検
討
。

Ｑ　
生
田
地
域
の
道
路
整

備
は
進
め
て
い
る
か
。

Ｑ　
チ
ョ
イ
ソ
コ
は
不
評

で
あ
る
。
問
題
点
を
追
及

し
改
善
で
き
な
い
か
。

Ａ　
利
用
率
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
。
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
要
望
す

る
。

Ｑ　

ち
ょ
っ
と
乗
っ
て

５
０
０
円
は
高
す
ぎ
る
。

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
。

Ａ　
地
域
の
声
を
吸
い
上

げ
、
提
言
を
す
る
。

Ｑ　
前
河
原
道
路
の
建
設

は
計
画
通
り
に
進
め
て
ほ

し
い
が
。

Ａ　
遂
行
で
き
る
よ
う
に

注
視
す
る
。

Ｑ　
ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
の
跡
地

の
今
後
は
。

Ａ　
起
債
の
繰
り
上
げ
償

還
が
必
要
で
、今
後
に
つ
い

て
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｑ　
果
樹
盗
難
被
害
対
策

と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

補
助
金
を
昨
年
か
ら
要
望

し
て
い
る
が
状
況
は
。

Ａ　
商
店
街
か
ら
も
要
望

が
あ
り
、
昨
年
行
政
に
つ

な
げ
た
。

Ｑ　
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を

利
用
で
き
な
い
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
方
が
出
か

Ａ　
県
道
22
号
線
は
一
部

着
手
し
て
い
る
。
県
へ
の

要
望
も
し
て
い
る
。

Ｑ　
生
田
地
域
の
空
き
家

を
改
修
し
無
償
貸
与
な
ど

利
活
用
す
べ
き
。

Ａ　
空
き
家
バ
ン
ク
の
動

き
は
少
な
い
、
活
性
化
を

要
望
す
る
。

Ｑ　
女
性
議
員
を
も
っ
と

増
や
す
べ
き
。

Ａ　
女
性
模
擬
議
会
を
す

る
な
ど
議
会
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
努

め
る
。

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
対
応
が
必
要
で
は
。

Ａ　
対
応
す
る
課
や
担
当

部
署
が
異
な
る
こ
と
も
一

つ
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
改
善
す
る
よ
う
に
要

望
す
る
。

Ｑ　
県
道
飯
島
飯
田
線
、

御
鍬
原
線
、
弥
田
沢
線
な

ど
計
画
は
あ
る
が
早
期
決

定
と
明
示
は
で
き
な
い

か
。

Ａ　
御
鍬
原
線
、
弥
田
沢

線
は
着
手
し
て
い
る
。
県

へ
の
要
望
は
続
け
て
い

る
。

Ｑ　
通
年
議
会
制
を
取
り

入
れ
る
と
い
う
話
の
そ
の

後
は
。

Ａ　
視
察
な
ど
実
施
し
、

調
査
研
究
を
し
た
が
メ

リ
ッ
ト
が
見
つ
か
ら
ず
、

今
期
は
行
わ
な
い
。

もっともっと

耳を
傾けます 女性団体連絡協議

古町地区

上大島地区
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町政に
反 映

未
満
児
退
園
へ
の

対
応
は

元
気
セ
ン
タ
ー
の

今
後
は

議
員
定
数
・
報
酬
に

つ
い
て
の
意
見
は

議
会
と
語
る
会
で
出
さ

れ
た
ご
意
見
・
質
問
は

集
約
し
₁₂
月
₂₁
日
に
町

側
に
提
出
。
１
月
末
ま

で
に
回
答
す
る
よ
う
に

求
め
て
い
る
。

上
新
井
区
会（
28
人
）

10
月
27
日

上
片
桐
区
会（
17
人
）

10
月
28
日

Ｑ　
２
人
目
の
育
休
中
は

未
満
児
の
上
の
子
は
退
園

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
対

応
で
き
な
い
か
。

Ａ　
６
月
議
会
で
請
願
が

提
出
さ
れ
採
択
さ
れ
て
い

る
。
慢
性
的
に
保
育
士
が

足
り
な
い
状
況
で
あ
る
。

Ｑ　
保
育
士
不
足
は
職
場

環
境
に
問
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

Ａ　
現
状
を
分
析
し
課
題

発
見
に
向
け
要
望
す
る
。

Ｑ　
英
語
教
育
は
保
育
園

か
ら
高
校
ま
で
一
貫
し
た

到
達
目
標
が
必
要
で
、
そ

れ
に
沿
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
お
こ
な
う
べ
き
と
思

う
が
。

Ａ　

学
習
指
導
要
領
に

沿
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

意
見
は
町
へ
繋
げ
て
い
く
。

Ｑ　
少
子
高
齢
化
へ
の
対

Ｑ　
元
気
セ
ン
タ
ー
の
今

後
は
。

Ａ　
地
域
共
生
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
採
用
し
、
福

祉
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索

中
で
あ
る
。

Ｑ　
ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
買
収
で

大
金
が
費
や
さ
れ
た
。
議

会
の
責
任
は
。

Ａ　
そ
の
時
々
の
首
長
に

よ
る
提
案
を
審
議
し
て
き

て
い
る
。

Ｑ　
破
産
管
財
人
で
あ
り

町
の
顧
問
弁
護
士
で
も
あ

る
人
物
を
仲
介
し
ハ
ロ
ー

ミ
ヤ
を
購
入
し
て
い
る
。

違
法
性
は
な
い
の
か
。

Ａ　
違
法
性
に
つ
い
て
は
、

議
会
が
判
断
す
る
立
場
に

な
い
。

●
定
数
に
関
し
て
町

民
の
意
見
が
反
映
さ

れ
て
い
な
い
と
感
じ

る
。
自
分
の
周
り
で

は
現
在
の
14
人
か
ら

12
人
に
減
で
も
良
い

と
の
意
見
も
あ
る
。

●
定
数
は
議
会
で
決

め
れ
ば
よ
い
。

●
議
員
報
酬
に
つ
い

て
、
生
活
が
で
き
る

く
ら
い
上
げ
た
方
が

良
い
。

応
を
、
特
に
少
子
化
の
問

題
に
対
し
て
の
政
策
を
進

め
て
欲
し
い
が
。

Ａ　
全
国
的
な
問
題
で
あ

り
、
議
会
と
し
て
も
研
究

し
提
案
す
る
。

Ｑ　

新
井
南
部
に
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ

る
。
地
域
住
民
と
し
て
不

安
が
あ
る
が
規
制
は
で
き

な
い
の
か
。

Ａ　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ

る
。
確
認
し
て
町
へ
伝
え

る
。

●定数　14
●議員報酬金額　　　　　　　  　　（円）

議　長 副議長 委員長 議　員

269,800 209,000 195,700 190,000

上新井地区

上片桐地区
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（特集）
取り組み進む…男女共同参画事業

　今年度も、松川町では多くの「男女共同参画」に関する事業が行われています。
　・20歳の集いでは、啓発資料の配布
　・男女共同参画週間では、町独自の横断幕を作成掲示
　・11月13日～25日は「女性への暴力をなくす週間」

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ 

︵
男
女
格
差
︶ 

日
本
は
世
界
で
１
２
１
位
！　

　

２
０
２
２
年
の
統
計
で
は
、

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

解
消
度
は
、
世
界
総
合
１
２
１

位
と
、
先
進
国
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
、
低
い
も
の
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
政
治
経
済
の
分

野
で
は
１
３
９
位
で
発
展
途
上

国
以
下
と
い
う
低
さ
で
す
。

　

女
性
議
員
が
少
な
い
と
、
女

性
の
気
持
ち
や
実
情
に
沿
っ
た

政
策
提
案
が
出
に
く
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

社
会
的
、
文
化
的
に

作
ら
れ
た
男
女
格
差
！　

　

従
来
は
男
が
働
き
、
女
は
家

庭
で
家
事
子
育
て
の
観
念
、
女

は
口
出
し
を
す
る
な
と
い
う
風

潮
、
出
産
、
子
育
て
の
た
め
働

け
な
い
女
性
の
経
済
力
の
無
さ

が
、
立
場
を
い
っ
そ
う
弱
め
て

き
ま
し
た
。

　

近
年
、
男
性
の
育
児
参
加
、

家
事
分
担
の
必
要
性
が
い
わ
れ
、

男
性
の
育
休
制
度
な
ど
が
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
障
壁
も
あ

り
、
と
り
わ
け
民
間
で
は
取
得

し
づ
ら
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

女
性
は
お
茶
く
み
、

補
助
的
な
仕
事
か
！ 

　

男
性
と
女
性
が
い
た
場
合
、女

性
が
お
茶
を
入
れ
る
の
が
当
た

り
前
、仕
事
は
男
性
の
補
助
、意

思
決
定
の
場
に
女
性
が
参
加
で

き
な
い
な
ど
、ま
だ
ま
だ
女
性
が

隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
※「
女
性
活
躍
推
進
法
」
の
施

行
に
よ
り
、
都
会
の
大
手
企
業

で
は
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境

に
改
善
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
一

方
、
小
規
模
企
業
の
多
い
地
方

で
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
実
情

が
あ
り
ま
す
。

都
会
へ
去
る
女
性
た
ち
！　

　

都
会
の
大
学
を
出
た
女
性
な

ど
が
、「
地
方
に
は
女
性
が
活
躍

で
き
る
仕
事
が
少
な
い
、
田
舎

の
古
い
風
習
を
嫌
う
、
幸
せ
と

感
じ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

い
出
し
づ
ら
い
」
な
ど
の
理
由

で
、
一
度
離
れ
た
田
舎
の
町
へ

女
性
が
戻
ら
な
い
現
象
が
全
国

で
起
き
て
い
ま
す
。

　

若
い
女
性
が
魅
力
と
感
じ
る

職
場
の
確
保
、
保
守
的
な
家

族
観
や
強
固
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
な
ど
が
、
解

決
の
糸
口
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

期間中は中央公民館
玄関を、パープルライト
アップ…など。

※
女
性
活
躍
推
進
法 

― 

２
０
１
６
年
４
月
施
行

えみりあ玄関が、紫色に考えてね、皆さん

横断幕でアピール
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1．米山義盛（16ページ）
　・町内の河川水質検査の結果から

見えること
　・「ゼロカーボン社会」への町の

取り組み

2．川瀬八十治（17ページ）
　・少子化に対して町の施策は

3．松井悦子（18ページ）
　・どうする、高齢者福祉、障がい

者福祉

4．星野光洋（19ページ）
　・生東グランドにある体育館「リズ

ム室」のこれからについて問う

5．米山郁子（20ページ）
　・入札業務の標準化と改革は進ん

でいるか

6．塩沢貴浩（21ページ）
　・地方都市の活性化に向けて

7．間瀬重男（22ページ）
　・町長の政治姿勢を問う

8．加賀田亮（23ページ）
　・自治会や区に対する町の認識を

問う

　一般質問は議員にとって、住民から重
大な関心と期待を持たれる大事な議員活
動です。町政全般にわたって執行機関に
疑問点を質し、所信の表明を求め、議員
自らの政策提言を行い、政治姿勢を明ら
かにするものです。
　質問の持ち時間はひとり20分ですが
スペースの都合上、質問者の責任におい
て質問と答弁を要約して掲載しています。
本会議での傍聴をお待ちしております。

町の考えを問う！町の考えを問う！
お知らせらせお知らせ

ユー・チューブで　議会活動配信！

チャンネル・ユーでも議会活動配信！

松川町議会の定例会・臨時会・全員協議会・各常
任委員会・一般質問の様子が配信され、ユー・
チューブで見ることができます。「松川町議会チャ
ンネル」で検索してください。

議会コーナー：進むタブレット活用！

　庁内の DX 化の進展の中で、タブレットが導入
され、議会内でも活用研修
がおこなわれています。本
年より議案書資料のペー
パーレス化による、審議が
行われます。

　松川町議会の上記の活動は、チャネル・ユーで
も視聴できます。本会議と一般質問は、当日の生
中継により見られます。全員協議会・常任委員会
は、翌日配信されます。

議会だよりがアプリで見れる

　「地域おこし協力隊員」として松川へ来られて
３年の正木幹朗さん。「くだものの里 100 年」
をさらに未来へつなげる果樹農家新規就農へ向
けて、果樹栽培技術の習得に精力的に取り組ん
でいます。
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（
問
）

　10
月
20
日
付
南
信

州
新
聞
記
事
を
紹
介
し
た

が
、
１
９
７
５
年
か
ら
青

年
学
級
が
河
川
の
水
質
検

査
を
取
り
組
み
、
要
望
書

を
町
に
出
し
て
い
る
。
こ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
は
。

（
町
長
）
　50
年
に
渡
り
こ

の
よ
う
な
活
動
が
さ
れ
て

い
る
の
は
全
国
で
も
非
常

に
稀
で
、
そ
の
な
か
で
下

水
道
の
整
備
で
、
水
質
が

格
段
に
改
善
さ
れ
た
。
下

水
道
の
加
入
率
を
高
め
、

ま
た
汚
水
な
ど
が
出
て
い

る
可
能
性
に
も
注
視
し
、

取
り
組
み
を
町
と
し
て
も

支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
　担
当
さ
れ
て
き
て

く
れ
た
公
民
館
・
生
涯
学

習
課
に
、
こ
の
検
査
の
具

体
的
な
方
法
、
水
質
検
査

箇
所
、
経
過
の
説
明
を
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
　昭
和

40
年
に
公
民
館
の
な
か
で

青
年
学
級
を
開
設
し
て
さ

問

答

町内の河川水質検査の結果から見えること

50年来継続の水質検査を今後も

　1975年からの公民館青年学級による町内の河川水質検査が、今も継続して
いる。この間には公共下水道整備や合併浄化槽の設置が進みその成果も確認
できるが、大腸菌など人為的な汚染物の垂れ流しと思われる結果が出ている。
そうした状況を今後どのように改善していくのか。
　また、「ゼロカーボン社会」へ向けた町の取り組みが始められつつあるが、
ゼロカーボン社会の実現のためには、実情調査と並行して、町内の事業所や
住民との連携・意識啓発が求められる。

米山義盛 議員

ま
ざ
ま
な
学
習
を
進
め
、

そ
の
一
つ
に
水
質
調
査
が

あ
り
、
町
内
の
河
川
７
个

所
の
水
を
採
取
し
て
、
専

門
機
関
に
送
り
調
べ
て
き

た
。
全
体
と
し
て
は
こ
の

青
年
学
級
の
取
り
組
み
や

下
水
道
整
備
な
ど
に
よ
り

推
進
の
改
善
や
維
持
が
図

ら
れ
て
い
る
。
大
腸
菌
の

高
い
数
値
が
出
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
、
継
続
的
な

調
査
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。

（
問
）
　水
質
検
査
の
結
果

は
住
民
税
務
課
の
環
境
担

当
と
の
デ
ー
タ
の
共
有
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
大
腸
菌
な
ど

汚
染
物
が
検
出
さ
れ
た
場

合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
と
っ
て
こ
ら
れ
た
の

か
。

（
住
民
税
務
課
長
）
　水
質

検
査
の
結
果
を
も
と
に
、

毎
年
講
師
の
先
生
を
招
い

て
考
察
会
議
を
行
っ
て
い

る
。
大
腸
菌
や
Ｂ
Ｏ
Ｄ
な

ど
の
数
値
の
高
い
地
点
に

は
、
現
地
調
査
や
、
定
期

的
な
水
質
検
査
も
行
い
原

因
究
明
に
努
め
て
い
る
。

（
問
）
　水
質
検
査
に
関
連

し
て
公
共
下
水
道
整
備
の

経
過
、
現
状
、
今
後
の
課

題
は
何
か
。

（
建
設
水
道
課
長
）
　平
成

元
年
度
に
松
川
町
下
水
道

計
画
基
本
構
想
を
策
定

し
、
平
成
４
年
度
か
ら
公

共
下
水
道
事
業
を
平
成
５

年
度
か
ら
農
業
集
落
排
水

事
業
の
整
備
に
取
り
組

み
、
平
成
16
年
度
ま
で
に

下
水
道
整
備
は
完
了
し
て

い
る
。
下
水
道
処
理
区
以

外
の
地
区
に
つ
い
て
は
、

平
成
元
年
度
か
ら
合
併
浄

化
槽
を
設
置
整
備
事
業
に

よ
り
、
生
活
排
水
の
処
理

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
補

助
金
も
出
し
て
い
る
。

（
意
見
）
　「ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
社
会
」
へ
向
け
、
今
後

実
態
調
査
を
進
め
な
が

ら
、
住
民
と
事
業
者
を
含

め
て
の
関
心
を
喚
起
し
、

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。夏場は悪臭を放つ水路
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（
質
問
）

　子
育
て
支
援
政

策
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
施
策
が
あ
る
か
。

（
町
長
）
　有
機
給
食
の
継

続
や
、
移
住
定
住
に
向
け

た
子
育
て
世
代
の
仕
事
づ

く
り
相
談
事
業
の
取
り
組

み
を
行
う
。

（
質
問
）
　企
業
誘
致
の
た

め
に
、
用
地
の
確
保
は
で

き
て
い
る
か
。
ま
た
、
片

桐
松
川
沿
い
の
検
討
は
。

（
産
業
観
光
課
長
）
　用
地

の
確
保
は
現
在
で
き
て
い

な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
て
産
業
団
地
エ

リ
ア
の
計
画
を
練
り
上
げ

て
い
る
。
片
桐
松
川
沿
線

エ
リ
ア
に
つ
い
て
も
検
討

を
し
て
い
る
。

（
質
問
）
　長
い
間
手
つ
か

ず
の
状
態
に
あ
る
、
上
片

桐
専
用
側
線
の
利
活
用
の

考
え
は
。

ま
ま
継
続
と
い
う
要
望
書

が
提
出
さ
れ
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
、

活
性
化
に
繋
が
る
施
策
を

一
緒
に
考
え
て
行
く
。

（
質
問
）

　「保
小
中
一
貫

教
育
の
推
進
」
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

（
教
育
長
）
　保
小
中
一
貫

教
育
の
推
進
に
向
け
、
昨

年
度
か
ら
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
１
人
の
教
員
配
置
と

な
っ
た
。
教
育
関
係
の
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
、
連

携
を
強
化
し
な
が
ら
町
全

体
で
進
め
て
い
く
。

（
質
問
）
　停
滞
し
て
い
た

行
政
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
て
行
く
こ
と

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

（
町
長
）
　少
子
化
対
策
は

一
番
の
課
題
で
あ
る
。
大

き
く
変
化
を
し
て
い
る
今

日
に
お
い
て
、
松
川
町
が

止
ま
る
こ
と
な
く
未
来
志

向
で
前
へ
進
め
る
よ
う

に
、
一
歩
一
歩
議
会
と
共

に
オ
ー
ル
松
川
で
作
り
上

げ
て
い
き
た
い
。

問

答

少子化に対して、町の施策は

財源の確保を行い魅力あるまちづくりに取り組む

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　

平
成
24
年
に
跡
地
利
用

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

な
い
、
跡
利
用
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
検
討
し

て
き
た
。
平
成
28
年
に
上

片
桐
区
会
か
ら
、
更
地
の

　子育て支援策の第一弾として、保小中の給食費の無償化が10月から実
施となった。
　県内首長アンケート（新聞報道）によれば、松川町長は「効果はまだ
はっきりしないが手ごたえを感じている施策がある」とのことであった。
　他にどのような施策があるのかを聞き、今後に期待をしたい。

川瀬八十治 議員

早期活用に期待、上片桐専用側線跡地
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（
問
）

　報
告
書
に
、
納
税

者
と
非
納
税
者
を
差
別
す

る
表
現
が
目
立
つ
が
訂
正

す
べ
き
で
は
。

（
町
長
）　

検
証
チ
ー
ム
の

資
料
で
使
っ
て
い
る
言
葉

で
あ
り
、
訂
正
す
る
つ
も

り
は
な
い
。

　（
問
）　
（
仮
）元
気
セ
ン

タ
ー
建
設
に
疑
問
の
声
を

多
数
聞
い
た
と
い
う
が
、

賛
成
意
見
も
多
数
あ
っ
た

は
ず
、
都
合
の
良
い
解
釈

過
ぎ
な
い
か
。

　（
町
長
） 
公
約
で
あ
り
、検

証
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て

再
検
証
を
行
い
、総
合
的
、

客
観
的
に
判
断
を
し
た
。

　（
問
）
　地
域
福
祉
協
議
会
、

検
討
委
員
会
、
建
設
委
員

会
、
議
会
と
長
い
時
間
と

人
的
、
金
銭
的
経
費
を
費

や
し
て
合
意
形
成
を
行
っ

て
き
た
「（
仮
）元
気
セ
ン

タ
ー
建
設
計
画
」
を
無
駄

に
す
る
の
か
。
大
き
な
行

問

答

（仮）元気センター、なぜ撤回か

総合的、客観的に判断した

　ハローミヤ跡地の買収から、検討委員会、建設委員会、議会の合意形
成を経た「（仮）元気センター」建設計画を、いとも簡単に白紙に戻し、
城山の「旧老人福祉センター」を改修して使うという暴挙を進めようと
している町長に質問した。

松井悦子 議員

政
の
ロ
ス
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
。
行
政
の
継

続
性
が
重
要
で
は
な
い
か
。

建
設
委
員
会
や
委
託
事
業

者
の
意
見
も
聞
か
ず
、
決

定
後
に
通
達
し
た
が
、
委

託
事
業
者
は
計
画
ど
う
り

ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
跡
地
の
建
設

を
望
む
と
要
望
さ
れ
た
。

ま
た
知
的
障
が
い
者
保
護

者
団
体
か
ら
も
ハ
ロ
ー
ミ

ヤ
跡
地
建
設
の
要
望
書
が

出
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
建
設
反
対
の
陳

情
書
だ
け
を
重
視
し
て
い

る
、
差
別
で
は
な
い
か
。

　（
町
長
）
　建
設
の
是
非
を

決
定
す
る
の
は
委
員
会
で

は
な
い
。早
期
建
設
の
要

望
も
あ
っ
た
が
、建
設
反

対
の
陳
情
が
あ
り
判
断
し

た
。

（
問
）
　何
か
新
し
い
物
を

建
設
し
よ
う
と
す
れ
ば
お

金
が
要
る
こ
と
は
当
然
だ
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
施

設
に
は
お
金
を
使
い
た
く

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

（
町
長
）

　建
設
費
は
当
初

の
予
算
よ
り
大
き
な
金
額

の
差
が
出
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
点
を
町
民
に
理
解
し

て
も
ら
う
の
が
難
し
か
っ

た
。

　（
問
）
　改
修
し
て
使
う
と

い
う
「
旧
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
は
50
年
以
上
前
に

お
風
呂
な
ど
備
え
た
お
年

寄
り
の
「
憩
い
の
家
」
と

し
て
建
て
ら
れ
た
。
コ

ミ
ュ
カ
フ
ェ
開
設
に
当
た

り
、
空
い
て
い
た
の
で
利

用
し
た
に
過
ぎ
ず
、
人
里

離
れ
て
お
り
福
祉
施
設
に

は
不
向
き
な
場
所
だ
。
お

年
寄
り
は
「
姥
捨
て
山
」

だ
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

心
が
痛
ま
な
い
か
。

（
町
長
）
　悪
い
所
な
ど
と

い
う
考
え
は
な
い
。

（
問
）
　長
ら
く
障
が
い
者

施
設
「
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
」
の
運

営
を
受
託
さ
れ
て
き
た

「
親
愛
の
里
」
が
、
こ
の

間
の
町
の
手
法
に
怒
り
嘆

き
、
令
和
５
年
限
り
で
手

を
引
く
と
表
明
さ
れ
た
。

利
用
者
に
と
っ
て
大
き
な

打
撃
に
な
る
。
ど
う
す
る

つ
も
り
か
。

（
町
長
）
　公
募
を
す
る
。姨捨山か、旧老人福祉センター
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（
問
）

　解
体
と
い
う
決
定

に
至
っ
た
経
緯
を
知
り
た

い
。

（
町
長
）
　平
成
29
年
に
生

東
地
区
の
町
政
懇
談
会
に

て
存
続
を
要
望
す
る
と
い

う
声
を
い
た
だ
い
て
い
た

が
、
解
体
の
方
向
で
区
会

と
も
話
が
つ
い
て
い
た
。

し
か
し
一
旦
立
ち
止
ま
っ

て
活
用
方
法
が
な
い
の

か
、
避
難
所
と
し
て
の
利

用
が
可
能
な
の
か
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
　将
来

の
人
口
減
少
を
鑑
み
て
公

共
施
設
の
管
理
、統
合
、廃

止
を
検
討
す
る
松
川
町
公

共
施
設
な
ど
の
総
合
管
理

計
画
に
お
い
て
、利
用
が

少
な
く
な
っ
て
い
た
リ
ズ

ム
室
の
解
体
が
決
定
し
た
。

し
か
し
町
長
の
就
任
以
降
、

解
体
に
つ
い
て
の
予
算
計

上
は
し
な
い
方
針
で
あ
る
。

（
問
）
　解
体
に
か
か
る
費

用
、
反
対
に
存
続
す
る
場

（
町
長
）
　財
源
を
確
保
す

る
問
題
が
あ
る
。
生
東
の

皆
様
と
も
相
談
し
、
避
難

所
と
い
う
方
向
も
踏
ま
え

町
の
財
産
、
町
づ
く
り
と

い
う
面
で
検
討
し
て
い
く
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
　旧
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
例

の
よ
う
に
、耐
震
工
事
を

行
っ
て
い
な
い
建
物
の
使

用
は
避
け
て
い
き
た
い
。

加
え
て
電
気
・
水
道
も
通

し
て
い
な
い
た
め
現
在
は

使
用
で
き
な
い
状
態
で
あ

る
。

（
意
見
）
　避
難
所
と
し
て

使
用
す
る
に
は
生
東
会
館

は
狭
い
よ
う
に
感
じ
る
。

こ
の
地
区
の
高
齢
化
・
人

口
減
少
と
い
う
問
題
も
確

か
に
あ
る
が
、
リ
ズ
ム
室

や
旧
東
小
学
校
を
も
っ
と

活
用
し
、
賑
わ
い
や
新
た

な
可
能
性
を
見
出
し
て
い

く
の
は
松
川
町
の
今
後
を

考
え
る
う
え
で
と
て
も
重

要
だ
と
考
え
る
。
町
と
し

て
も
そ
の
後
押
し
を
し
て

い
く
べ
き
。

問

答

「リズム室」解体からの方向転換は

使用する方向で検討をしている

合
に
か
か
る
費
用
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
　解

体
に
つ
い
て
は
今
年
度

の
価
格
で
１
，８
０
０
万

円
。
存
続
に
か
か
る
費
用

は
、
耐
震
診
断
設
計
・
耐

震
工
事
・
老
朽
化
し
て
い

る
部
分
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
に
加
え
、
ト
イ
レ
が

無
い
の
で
そ
の
新
設
工
事

が
考
え
ら
れ
、全
体
で
６
，

０
０
０
万
円
ほ
ど
か
か
る

見
通
し
だ
。

（
問
）
　地
区
の
み
な
さ
ん

の
声
に
も
あ
っ
た
避
難
所

と
し
て
活
用
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

（
総
務
課
長
）
　現
在
、生

東
地
区
で
は
指
定
避
難
所

と
し
て
リ
ズ
ム
室
隣
に
あ

る
生
東
会
館
が
あ
る
。旧

東
小
学
校
も
活
用
し
、今

あ
る
施
設
で
と
い
う
方
針
。

（
問
）
　避
難
所
以
外
に
リ

ズ
ム
室
を
活
用
し
て
い
く

ア
イ
デ
ア
は
あ
る
か
。

　生東地区にある体育館「リズム室」は解体の方向で話が進み、令和４
年度には入札が行われているが、その後の動きが見受けられない。耐震
補強が行われていないため現在は使用ができないが立派で丈夫な建物で
ある。地区の行事の要、加えて避難所としての使用も考えられる。これ
からについて質問した。

星野光洋 議員

現在のリズム室。解体はもったいない！

入口から入ると 道路側倉庫

リズム室全景



一般質問の詳細は議会の公正 YouTubeでご覧になれます。 松川町　議会　YouTube 松川町議会だより　2024.1.15　No.162 20

（
問
）

　平
成
30
年
の
エ
ア

コ
ン
設
置
工
事
に
於
け
る

入
札
に
対
し
て
の
訴
訟
が

和
解
に
な
り
終
結
さ
れ
た
。

町
側
は
相
手
側
の
条
件
を

全
て
受
け
入
れ
る
と
し
た

が
対
応
は
。

和
解
条
件
①

　公
正
取
引

委
員
会
の
調
査
に
積
極
的

に
協
力
す
る
と
は
。

（
町
長
）
　公
正
取
引
委
員

会
に
通
報
し
て
お
り
、
依

頼
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
協

力
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
が
現
在
ま
で
連
絡
が

な
い
。

和
解
条
件
②

　見
積
額
と

町
の
設
計
額
、
予
定
価
格

が
同
類
と
な
る
取
り
扱
い

は
継
続
徹
底
す
る
と
は
。

（
町
長
）
　建
築
工
事
設
計

額
の
設
定
は
、
町
独
自
で

基
準
を
設
け
て
い
る
。
運

用
方
法
は
、
設
計
額
の
漏

洩
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
答
弁
は
控
え
る
。

問

答

入札業務の標準化と改革は進んだか

要綱整備など進めている

　入札から契約にかけての業務は町が支出行為をおこなうに当たって非
常に重要な業務である。特に随意見積入札は価格の高止まりや特定の業
者に偏りがちになる弊害を生みやすい。エアコン設置工事に於ける訴訟
問題が終結となったが、入札業務の課題は何か、改革はされているかを
質した。

米山郁子 議員

和
解
条
件
③

　入
札
情
報

が
外
部
に
漏
洩
し
な
い
よ

う
に
財
務
規
則
を
遵
守
し

適
正
に
管
理
す
る
と
は
。

（
町
長
）
　デ
ー
タ
格
納
者

と
別
の
担
当
者
の
２
人
以

上
で
確
認
し
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
。
新
た
に
起

工
伺
に
チ
ェ
ッ
ク
欄
を
設

け
た
。
予
定
価
格
調
書
は

予
算
執
行
者
が
封
を
し
、

糊
付
け
を
し
、
入
札
時
ま

で
は
開
封
で
き
な
い
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
適
正
に

管
理
で
き
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

（
問
）
　予
定
価
格
と
落
札

率
に
開
き
が
あ
り
す
ぎ
る

が
理
由
は
。

①
59
・５
％
や
69
・７
％
の

事
例
が
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
算
出
し
て
い
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
　最
低
制
限

価
格
を
設
け
て
い
な
い
場

合
に
落
札
率
70
％
を
下
回

る
こ
と
が
あ
る
が
問
題
な

い
と
考
え
て
い
る
。

②
落
札
率
１
０
０
％
が
令

和
４
年
で
は
５
件
あ
っ
た
。

結
果
に
つ
い
て
の
検
証
は
。

（
総
務
課
長
）
　地
域
の
実

情
や
品
質
を
勘
案
し
て
設

計
の
市
場
調
査
が
で
き
て

い
る
の
で
１
０
０
％
も
あ

り
え
る
範
疇
で
あ
る
。

（
問
）
　随
意
見
積
入
札
は

価
格
の
高
止
ま
り
や
特
定

業
者
に
偏
る
弊
害
が
あ
る
。

事
業
の
目
的
や
性
質
に

そ
っ
た
選
定
判
断
は
ど
う

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）

　随
意
契
約

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

起
案
し
町
長
が
決
裁
で
認

め
、
業
者
選
定
委
員
会
に

お
い
て
判
定
を
受
け
る
。

（
問
）
　電
子
入
札
サ
ー
ビ

ス
導
入
は
考
え
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
　令
和
６
年

度
中
の
導
入
を
目
標
に
事

務
を
進
め
て
い
る
。

（
意
見
）
　事
業
者
へ
は
丁

寧
な
説
明
と
対
応
を
。　

電子入札のしくみイメージ
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（
問
）

　企
業
が
地
方
に
事

務
所
を
移
転
す
る
際
に
使

え
る
オ
フ
ィ
ス
減
税
、
雇

用
促
進
税
制
が
あ
る
。
企

業
誘
致
に
関
し
て
町
の
取

り
組
み
は
。

（
町
長
）
　今
年
度
は
新
井

商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活

用
す
る
企
業
誘
致
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
３
つ
の
ソ
フ

ト
事
業
を
展
開
。
小
さ
な

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
来
て

も
ら
う
こ
と
も
必
要
と
考

え
る
。
町
内
業
種
の
多
様

化
を
図
り
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

企
業
団
地
に
関
し
て
は
庁

舎
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。

（
問
）
　今
ま
で
に
企
業
な

ど
か
ら
問
合
せ
は
。

（
産
業
観
光
課
長
）
　年
間
、

２
～
３
件
の
問
合
せ
が
あ

る
。
用
地
の
問
題
を
含
め

実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　

　

地
方
創
生
の
リ
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
支
援
に
よ
る
販

売
促
進
、
空
き
店
舗
活
用

の
拠
点
を
検
討
し
て
い
る
。

青
年
の
家
、
清
流
苑
エ
リ

ア
に
地
域
資
源
を
活
か
し

た
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
導

入
に
よ
る
関
係
人
口
創
出

の
加
速
。
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
実
現
に
向
け
、
一

人
ひ
と
り
に
最
適
化
さ
れ

た
学
習
や
学
力
の
向
上
を

図
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）

　町
の
活
性
化
に
は

外
か
ら
の
活
力
と
町
内
か

ら
の
活
力
が
大
事
に
な
っ

て
く
る
。
優
先
順
位
は
考

え
て
い
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　

安
定
し
た
事
業
を
多
く

の
課
と
連
携
し
、
交
付
金

の
使
用
を
調
整
す
る
の
が

役
割
と
考
え
る
。
な
る
べ

く
町
内
で
広
く
活
用
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
。

問

答

地方都市の活性化のためにできることは

多様な交付金をバランスよく使っていく

（
問
）

　町
の
企
業
誘
致
に

は
他
町
村
と
の
差
別
化
も

重
要
と
考
え
る
。
松
川
町

と
し
て
の
強
み
は
ど
こ
に

あ
る
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）
　リ
ニ

ア
、
三
遠
南
信
自
動
車
道

の
開
通
を
含
め
、
巨
大
都

市
圏
に
含
ま
れ
て
い
く
点
、

ま
た
精
密
加
工
、
電
子
航

空
技
術
の
集
積
の
関
係
か

ら
関
連
企
業
の
誘
致
に
強

み
に
な
っ
て
い
く
と
考
え

る
。
ア
ル
プ
ス
の
田
園
風

景
、
空
気
や
水
や
果
物
の

美
味
し
さ
を
含
め
長
野
県

は
移
住
し
た
い
県
全
国
１

位
と
な
っ
て
い
る
。
当
町

は
山
保
育
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
、
温
泉
な
ど
恵
ま
れ

た
環
境
も
整
っ
て
い
る
と

考
え
る
。

（
問
）
　地
方
創
生
臨
時
交

付
金
は
課
を
横
断
し
て
使

え
る
使
い
や
す
い
交
付
金

だ
が
、
現
在
当
町
に
お
い

て
こ
の
交
付
金
を
利
用
し

て
取
組
ん
で
い
る
事
業
は
。

　岸田内閣は「デジタル田園都市国家構想」を政策のひとつとして掲げ
ている。コロナ禍も収束し、今後は地方創生臨時交付金も形を変えてい
くと思われる。有利な税制、交付金は積極的に使っていきたい。町の現
状と今後の見通しを聞く。

塩沢貴浩 議員

ベンチャー企業の誘致で町の活性化を
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間瀬重男 議員

（
問
）　

福
祉
行
政
は
継
続

が
原
則
で
あ
る
。
な
ぜ
元

気
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
方

針
変
更
し
徹
回
し
た
の
か
。

（
町
長
）　

こ
の
立
場
に
な

る
に
あ
た
り
検
証
を
公
約

に
し
て
き
た
。
客
観
的
、

総
合
的
に
見
て
ど
の
判
断

が
正
し
い
の
か
検
討
し
て

き
た
。
町
が
跡
地
を
利
用

し
て
建
設
し
て
き
た
こ
と

に
町
独
自
の
リ
ス
ク
判
断

に
よ
り
現
在
地
は
使
え
な

い
と
し
た
。
ま
た
、
地
域

共
生
社
会
を
目
指
し
て
い

る
部
分
に
つ
い
て
検
討
が

さ
れ
て
い
な
い
。
建
設
費

も
含
め
総
合
的
に
判
断
し

跡
地
に
は
建
設
し
な
い
こ

と
と
し
た
。

（
問
）　

客
観
的
、
総
合
的

判
断
と
い
う
理
由
で
は
、

き
ち
ん
と
し
た
徹
回
理
由

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
な

い
。
長
年
に
わ
た
り
進
め

て
き
た
建
設
を
徹
回
し
、

（
旧
）老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
改
修
活
用
は
利
用
者
と

事
業
者
、
多
く
の
町
民
は

到
底
理
解
し
て
い
な
い
と

思
う
が
町
長
は
理
解
さ
れ

て
い
る
か
。

（
町
長
）　

こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
ど
ち
ら
の
意
見
も

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
問
）　

と
い
う
こ
と
は
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
議
会
を

は
じ
め
関
係
者
の
声
を
聴

く
こ
と
が
無
か
っ
た
か
ら

で
は
な
い
か
。
な
ぜ
広
く

聴
く
場
を
設
け
な
か
っ
た

の
か
。

（
町
長
）　

こ
の
計
画
は
当

初
か
ら
町
独
自
で
進
め
て

き
た
話
で
ス
タ
ー
ト
地
点

か
ら
利
用
者
町
民
の
意
見

を
反
映
し
た
も
の
で
は
な

い
。
町
と
し
て
は
こ
の
４

か
月
の
な
か
で
最
大
限
で

き
る
説
明
は
し
て
き
た
と

思
っ
て
い
る
。

（
問
）　

ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
跡
地

は
社
会
的
弱
者
に
と
っ
て

大
変
都
合
の
良
い
場
所
で

問

答

（仮）元気センター建設徹回の政治姿勢を問う

ハローミヤ跡地建設撤回の理由は総合的判断

あ
る
。
あ
の
場
所
が
ど
う

し
て
だ
め
な
の
か
。
何
か

他
に
使
う
目
的
が
あ
る
の

か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
　場
所

は
駅
か
ら
も
商
業
地
に
も

近
く
利
便
性
良
い
。
半
面

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
自

然
環
境
が
良
い
と
い
う
意

見
も
あ
る
。
場
所
の
良
し

悪
し
の
理
由
で
建
設
し
な

い
結
論
で
は
な
い
。

（
町
長
）
　跡
地
の
利
用
目

的
は
今
は
な
い
、
検
討
し

て
い
く
段
階
で
あ
る
。

（
問
）

　町
長
の
目
玉
施
策

と
し
て
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
議
会
と
の
両
輪
が

働
き
実
現
し
た
。
し
か
し

元
気
セ
ン
タ
ー
問
題
を
は

じ
め
不
信
感
を
持
た
れ
る

よ
う
な
提
案
が
あ
る
と
感

じ
ら
れ
る
。
議
会
と
の
関

係
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
く
の
か
。

（
町
長
）
　議
会
と
の
協
議

が
足
り
な
い
と
思
わ
れ
て

い
る
点
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
協
議
が
で
き
る
よ
う
な

形
を
相
談
す
る
な
か
で
進

め
て
い
き
た
い
。

　議員になって以来、町長交代による２つの衝撃である。１つは宮下町
政で旧青年の家解体の方針、２つ目は９月定例会において北沢町政によ
る建設目前まで進んできたハローミヤ跡地に建設予定の（仮）元気セン
ターの建設徹回の方針変更である。青年の家においては議論の上改修活
用で安堵したが元気センターは利用者、事業者、町民、議会などのきち
んとした理解のないままの、（旧）老人福祉センター改修活用案に至る政
治姿勢を問う。

どうなる元気センター建設計画用地
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（
問
）

　自
治
会
問
題
に
お

い
て
、
以
下
の
①
～
③
は

住
民
負
担
が
大
き
く
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
本
来
行

政
が
主
体
的
に
負
担
す
べ

き
業
務
で
は
な
い
か
。
①

道
路
整
備
や
除
雪
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
労
役
②

各
種
会
議
な
ど
へ
の
委
員

選
出
③
文
書
な
ど
の
回
覧

（
町
長
）
　自
治
会
問
題
は

行
政
か
ら
明
確
な
指
針
を

出
せ
と
各
地
か
ら
要
望
を

受
け
て
い
る
。
①
行
政
の

役
割
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

す
る
と
自
治
会
に
依
頼
せ

ざ
る
を
得
な
い
③
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
に
よ
っ
て
解

消
し
た
い
。

（
問
）
　自
治
会
に
と
っ
て

「
②
委
員
選
出
」
は
大
き

な
負
担
だ
。
全
委
員
を
公

募
制
に
す
べ
き
で
は
。
地

域
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る

な
ら
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
で

の
公
募
を
優
先
す
れ
ば
よ

い
。
欠
員
が
あ
れ
ば
町
全

加賀田亮 議員

問

答

自治会問題に対する行政の対応は

緊急の課題であり早急に対応したい

　区や自治会といった地域団体の課題は年々表面化し深刻な状況だ。多
くの自治会は問題の解決を行政に求めてきたが、これまでの町政は民間
団体への不介入を理由にこの問題を避けてきたように見える。４月から
町政も新体制になり自治会問題にようやく本腰を入れ始めたようだ。か
つて戦時中に行政の上意下達のために始まった自治会。問題の解決にも
行政の責任は大きい。

体
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
公
募

者
を
充
て
れ
ば
良
い
の
で

は
。
ま
た
「
③
回
覧
文
書

の
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
対
応

で
き
な
い
層
の
住
民
に
対

す
る
対
策
は
。

（
町
長
）
　「②
委
員
選
出
」

問
題
は
地
域
か
ら
の
不
満

が
大
き
い
緊
急
課
題
だ
。

提
案
は
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。「
③
回
覧
文
書
」

は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
活
用
す
る

計
画
で
、
実
際
に
検
討
作

業
に
入
っ
て
い
る
。

（
問
）
　Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
未
加
入

者
に
配
慮
し
、
従
来
通
り

の
紙
媒
体
希
望
者
を
調
査

し
て
は
。
配
布
は
自
治
会

任
せ
で
は
な
く
行
政
が
配

達
員
を
雇
用
す
べ
き
だ
。

　

一
方
、
デ
ジ
タ
ル
化
は

印
刷
・
配
達
コ
ス
ト
削
減

効
果
が
期
待
で
き
る
。
こ

れ
を
受
け
入
れ
た
住
民
に

は
特
典
の
付
与
な
ど
を
行

い
促
進
す
べ
き
で
は
。

（
町
長
）
　こ
の
問
題
も
、

地
域
か
ら
の
改
善
要
望
が

大
き
い
緊
急
課
題
だ
と
と

ら
え
て
い
る
。
提
案
は
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

（
問
）
　行
政
が
自
治
会
に

期
待
す
る
「
共
助
」
に
つ

い
て
問
う
。
自
主
防
災
組

織
な
ど
各
地
で
試
行
錯
誤

が
行
わ
れ
て
お
り
自
治
会

問
題
と
も
密
接
だ
。
実
の

と
こ
ろ
「
共
助
」
と
は
抽

象
的
過
ぎ
て
何
を
す
べ
き

な
の
か
不
明
な
点
も
多
い
。

行
政
が
あ
る
程
度
の
「
共

助
」
に
求
め
る
指
針
を
示

す
べ
き
で
は
。

（
町
長
）
　町
は
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
設
置
す
る
。

十
分
な
研
究
を
行
い
、
自

治
会
に
示
す
モ
デ
ル
を
早

急
に
作
り
上
げ
た
い
。

（
問
）
　完
璧
を
目
指
し

て
「
共
助
」
の
モ
デ
ル
を

作
る
べ
き
で
は
な
い
。
各

地
で
状
況
は
異
な
る
の
で

抽
象
的
な
モ
デ
ル
に
な
っ

て
し
ま
う
。
例
え
ば
緊
急

時
に
お
け
る
「
３
日
分
の

飲
料
水
の
確
保
」
な
ど
小

さ
な
到
達
点
で
よ
い
の
で
、

自
治
会
に
対
し
て
「
明
確

で
」「
具
体
的
な
」
行
動
指

針
を
示
す
べ
き
で
は
。

（
町
長
）
　ぜ
ひ
精
査
し
て

積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

自
治
会
問
題
は
緊
急
課
題

で
あ
る
と
十
分
す
ぎ
る
ほ

ど
認
識
し
て
い
る
。
何
ら

か
の
対
応
を
早
急
に
打
ち

出
す
つ
も
り
だ
。

具体的な「共助」を
事前に定義できるのか
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６
年
前
に
結
婚
出
産
で
松
川
町

に
住
み
始
め
、
子
育
て
に
は
自
然

豊
か
で
と
て
も
い
い
環
境
だ
な
と

思
い
ま
す
。
現
在
５
歳
の
息
子
が

い
ま
す
。
地
元
の
大
島
神
社
で

七
五
三
の
ご
祈
祷
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
境
内
で
、
神
聖

な
異
次
元
へ
の
ト
リ
ッ
プ
を
体

験
。
我
が
子
の
成
長
を
か
み
締
め

る
と
共
に
、
伝
統
行
事
や
地
域
交

流
の
大
切
さ
・
有
難
さ
も
感
じ
た

七
五
三
と
な
り
ま
し
た
。
維
持
管

理
や
運
営
準
備
な
ど
に
改
め
て
深

　物を作るのにはセンスが必要と
言われています。すなわちセンス
がある人とは、ある特定のものに対
し、その細部に至るまで「違いを感
じ取る」ことができ、それを上手く
表現・使いこなすことができる人
のことを指すそうです。センスを磨
く方法は「なんで？を繰り返す、 イ
メージを形にしてみる、いろんな体
験をして引き出しを増やす」そうで
す。議会だよりのセンスは如何で
しょうか。情報・知識・価値観を取り
込んで、型破りなアウトプットもし
てみようかなと思います。

（米山郁子）

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
に
「
生
活
ク
ラ
ブ

生
協 

松
川
支
部
」
を
友
人
達
と

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
近
隣
で
は
飯

田
・
豊
丘
支
部
が
あ
り
ま
し
た

が
、
松
川
町
に
は
無
か
っ
た
の
で

不
便
さ
を
感
じ
、
約
１
年
か
け
て

80
人
を
集
め
ス
タ
ー
ト
。
生
活
ク

ラ
ブ
は
、
安
心
・
安
全
な
食
材
の

購
入
を
中
心
に
、
持
続
可
能
な
社

会
／
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
、
組

合
員
同
士
の
助
け
合
と
し
て
子
ど

も
を
預
け
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
子
育
て
世
代
に
は

と
て
も
重
宝
さ
れ
て
い
て
、

私
も
何
度
も
助
け
て
頂
き
ま

し
た
。

　

11
月
に
松
川
町
初
の
「
風

の
谷
マ
ル
シ
ェvol.5
」
を

私
達
購
入
者
も
運
営
に
携
わ

り
市
場
の
森
で
開
催
し
ま
し

た
。「
未
来
を
担
う
子
ど
も

達
に
、
安
心
・
安
全
な
環
境

や
食
材
を
提
供
し
た
い
」
そ

ん
な
想
い
の
も
と
、
伊
那
谷

で
人
気
の
飲
食
・
雑
貨
・
農

家
さ
ん
な
ど
19
店
舗
が
出
店
、
沢

山
の
方
々
が
足
を
運
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
森
や
広
場
で
、
自
由
に
駆

け
回
る
子
ど
も
達
の
声
が
響
く
な

か
、
地
域
の
方
々
と
の
温
か
い
交

流
や
、
新
た
な
出
会
い
が
う
ま
れ

有
意
義
な
マ
ル
シ
ェ
に
な
り
ま
し

た
。
主
催
者
と
し
て
風
の
谷
マ
ル

シ
ェ
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
な
に
よ
り
も
こ
の
地
で
出
来

た
友
人
達
の
お
陰
で
す
。「
自
然

と
共
に
、丁
寧
に
豊
か
に
暮
ら
す
」

素
敵
な
方
々
が
沢
山
お
り
、
新
た

な
発
見
や
刺
激
を
頂
き
な
が
ら
子

育
て
ラ
イ
フ
を
満
喫
中
で
す
。

自
然
と
共
に
、
丁
寧
に
豊
か
に
暮
ら
す

（
原
田
）
木
下
真
理
子

松川中学校　サッカー部

　タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング
牧師の演説の一節。職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運
動に大きな影響を与え、未来を切り開いた。

　３年生が引退し、２年生５人、１年生17人
で活動しています。中学生からサッカーを始
めた人も多いチームですが、基礎的な技術の
向上を大切にして、日々の練習に取り組んで
います。サッカーができることに感謝の気持
ちを忘れずに、応援してくださる方々に、よい
結果を報告できるように頑張っています。

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち

（部　長）
松 井 悦 子

（副部長）
米 山 義 盛
塩 沢 貴 浩

（部　員）
間 瀬 重 男
米 山 郁 子
星 野 光 洋
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